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宇宙開発事業団
28条に対し７０増

宇宙開発事業団
内部資料(積算内訳）から積上げ

宇宙開発事業団
事業費との按分は１５年度決算額を使用
28条に対し１３増

宇宙開発事業団
受託業務完了見込み額

宇宙開発事業団
リース資産の利息の支払

宇宙開発事業団
運営費交付金の
７８．８％

宇宙開発事業団
補助金の３８．５％

宇宙開発事業団
減価償却費との差はリース資産の減価償却費38.2億円等

宇宙開発事業団
費用と収益の差
　前払金等の収益化と費用化の時期の相違による

　「税引前当期純利益」以下の項目は１６年度計画にはない。
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[;| 33,890 808

305

VI

109



宇宙開発事業団
28条に対し８２増

宇宙開発事業団
固定資産の取得

宇宙開発事業団
リース債務の返済

宇宙開発事業団
年度末における未払金

宇宙開発事業団
予算額に同じ

宇宙開発事業団
予算額に同じ
　ステーション：３３，２７６
　地球観測：３，５５５

宇宙開発事業団
予算額との差１　前年度からの未収金分

宇宙開発事業団
予算額との差１５８
前年度からの未収金分

宇宙開発事業団
予算額に同じ

宇宙開発事業団
期首における未払金
28条に対し８２増
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